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概要
デザイン会社などで多くのデザイン画像が蓄積

されている一方で，近年の Stable Diffusion1）をはじ
めとする Diffusionモデル [1]を利用した言語から画
像を生成する研究が発展している．本研究では既存
のデザインデータを利用することで，目的に応じた
新たなデザイン画像を生成する手法について研究
する．第一段階として本稿では，デザイン画像とし
て，シンボルマークに注目し，Diffusionモデルにシ
ンボルマークと関連するテキストを学習させた場合
の画像の出力についてどの程度反映されているかを
明らかにする．約 770件程度のシンボルマークデー
タを学習させた結果，学習したデータの画像に近い
絵を出力するようになったが，一方で，現段階では
デザイン画像として利用できない点があることを明
らかにする．

1 はじめに
近年 Stable Diffusion (以降 SD) をはじめとした画
像生成モデルが提案されて，言葉を入力することで
それに応じた様々な画像を出力することが可能と
なっている2）．さらに，手持ち画像データを SDに
LoRAを用いて学習させることで目的とした絵を出
力できるようになった．これにより，データがあれ
ば出力する絵をコントロールできるようになってき
た3）[2]．
一方で，デザイン会社などではすでに作成したデ

ザイン画像が蓄積されており，これらのデータを学
習させることで新たなデザイン画像を生成する際
に，過去にデザインした内容を踏まえつつ新たなデ
ザインを生成することができれば，人がデザイン画

1） https://ja.stability.ai/stable-diffusion
2） https://ja.stability.ai/stable-diffusion
3） https://huggingface.co/blog/lora.

像を作成する際の作業を補助できる可能性がある．
本研究ではシンボルマークなどある組織や団体の
ためのマークのデザインを生成することを目的とし
た画像生成モデル構築の方法について議論する．学
習データとしてデザイン会社にご提供いただいた画
像とテキストのペアデータ (約 770件)を利用する．
画像生成実験の結果から，シンボルマークとして
言葉で指定して学習したものに沿った画像は出る
が，単純な適用ではテーマの欠如および文字データ
の不足からデザインとしては利用が難しいことを明
らかにする．
以下では，シンボルマーク画像生成の開発枠組み
について述べた後，実験環境およびモデル，実験と
結果と考察について述べる4）．
2 シンボルマーク画像生成システム
の開発枠組み
シンボルマーク画像生成システムを開発するため
にどのような方法による画像生成があるか整理す
る．大きく分けて，画像生成の入力方法，キーワー
ドの選択，LoRAによる学習におけるキーワードが
あげられる．
まず，画像生成の入力方法として，テキスト (キー
ワード列)から生成する場合と画像とテキストから
生成する場合がある．画像を入力する場合は参考と
なる画像が存在して，その画像を元に特徴を加え
ることになる．例えば ControlNet[3]では，線画像で
ポーズを指定するなど画像に対する指定を行うこと
ができるが，現段階では発想を得るためのシステム
を想定しているため，元とする画像は想定しない．
一方で，テキストで入力することで生成したいシン
ボルマークをモデルの持っている自由度のある画像
が生成されることが期待できる．

4） 本稿ではデザイン会社にご提供いただいた画像を提示せず
かわりに，市町村章などの絵で処理画像などを説明する．一
方で 4.3節の結果はご提供いただいた画像による学習結果で
ある．
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図 1 SDXLによるシンボルマーク開発環境と生成例

次にキーワードの選択であるが，SDは 75文字ま
でが画像生成に有効であるため，画像データに付随
したテキストデータが説明調で長いテキストの場合
は重要な語を選択する必要がある．また，SDの基
本学習データのほとんどが英語のキャプションと画
像なので，キーワードは英語の方が正確に画像を生
成する．これらの点については実験後の考察であら
ためて結果と共に記述する．
最後に LoRAによる学習であるが，画像の学習の

際に入力するキーワードが重要となる．キーワード
を入れた際に SDが持つ元々の画像データよりも学
習したデータをより画像に反映させることを目的と
して，タスクを指定したキーワードを学習させてお
き，生成でも利用する．また上記と同様に生成され
た画像の優劣はキーワードに依存する部分が大きい
ことを考察で記述する．
以上の方法の組み合わせを実行して絵を生成し

て，生成したデザインについてデザイナーの方に評
価していただく．いただいた改善点をもとに，上記
のシステムを改善することでシステムを開発する．
上記の開発システムはよく利用される SDを利用

した開発環境で利用されている範囲であるため，実
装のためのツールが整っている．下記に利用した環
境について説明する．

3 シンボルマーク画像生成開発環境
画像生成モデルとして Stable Difussion XL (以降

SDXL)を利用する．また画像生成タスクでは言葉を
入力した後，すぐに画像を確認できることが重要で
あるため Stable Diffusion web UI5）(以降，webUI) を
利用する．webUIでは，元々の SDXLの画像生成だ
けではなく，複数の学習した LoRAを登録して画像
生成する際に選択して利用できる．これにより，異
なる LoRAを利用した場合の画像生成において，目
視での確認が容易となる．
図 2 にキーワード “symbol mark mount fuji design

green color with white background circle shape” を入力
した際の SDXLの画像生成結果を示している．プロ
ンプトの入力画面として 2 段あり，上段が通常の
キーワードであり，下段がネガティブプロンプト
(ここに入力したキーワードにあたる絵を表示しな
いこと)を入力する部分がある．中央には LoRAを
選択するタブがあり，右下に生成された画像が表示
される．
こうした開発環境によって個別の生成が確認でき
る．一方で，下記の実験で行うように複数の生成画
像に対して機械的に評価する場合は pythonによる

5） https://github.com/AUTOMATIC1111/stable-diffusion-webui
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評価システムを別途作成した．

4 シンボルマーク画像生成実験
まず，1)元々の SDXLでシンボルマークがどの程

度の画像を生成できるか複数のキーワードを入力し
て目視で確認する．
次に，2) LoRA学習の効果を測定するために，学

習なしの元々のモデル SDXL が生成する画像と
LoRA学習した場合の SDXLが生成する画像のちが
いについて量的に比較する．具体的には 4.1節で準
備するシンボルマークデータを利用して，SDXLに
テストデータに基づくテキストを入力して，画像を
生成させてどの程度近い画像が生成されるかを評価
する．その際，LoRAを利用して学習データを反映
させた SDXLと比較する．
最後に 3) LoRA学習したモデルが生成した画像を

目視で確認して定性的な評価を行う．

4.1 実験データの準備
デザイン会社から提供された画像とテキストのペ

アは約 770件であり，テキストにはデザインに対す
る要望などが記載されている．テキストは日本語で
記述されているため，Llama-3-ELYZA-JP-8Bを利用
して英語に翻訳した．学習データとテストデータは
8:2の割合に分割した．

4.2 評価方法
上記の評価実験 1)と 3)は人によるコメントによ

る評価とする．一方で，実験 2)では生成されたシン
ボルマークとテストデータのシンボルマークとの差
分を比較するため二乗誤差で評価を行う．

4.3 実験結果と考察
評価実験 1): 例として図 2で示したテキストによる
シンボルマーク画像生成を複数回実行して，表示
された画像を評価した．キーワードは静岡県富士
市の市章6）を意識して作成している．そのためキー
ワードに greenや circle shapeなど色や形まで指定し
ている．富士市を選んだ理由は富士山ならばすでに
SDXLが学習している可能性が高いと仮定したため
である．図 2に生成された画像の 1例を示している
が，富士山の形を表した画像が生成されている．し
かしながら市章と比較するとシンボルデザインとし
てより抽象度を高める必要があるように見受けら

6） https://www.city.fuji.shizuoka.jp/

れる．
また，他の市章として岡山市の市章の生成7）は

「岡」という漢字を図案化しているため英語のテキ
スト (キャプション) と画像を学習している SDXL
では生成が期待できない．8）．このようにシンボル
マークの場合に日本語の文字や漢字をモチーフにし
たシンボルマーク得たい場合には SDXLは利用が難
しいことがわかる．
評価実験 2): SDXLとシンボルマークデータを LoRA
を利用して学習した SDXLに対してテストデータの
テキストを入力して生成させた画像とテストデータ
の画像との二乗誤差について表 1に示す．

表 1 生成したテスト画像に対する二乗誤差
モデル テストデータ

stable-diffusion-xl-base-1.0 (base)  107.7
stable-diffusion-xl-base-1.0 (LoRA)  102.7

表 1から LoRAを適用した学習モデルの方が，テ
ストデータに対しても人が作成した画像に近いこと
を示している．
評価実験 3): 上記の評価実験 2の LoRAを学習した
モデルに対してキーワードを入れて生成した画像
についてデザイン会社の方に評価していただいた．
その結果，生成された画像にはシンボルマークが持
つべきテーマが見当たらないこと，さらに，文字に
基づくデザインが生成できない点などの指摘を受
けた．
このことから LoRAを利用して学習データに基づ

く画像を表示することは可能であるが，現段階では
シンボルマークがもつべきテーマが画像に現れてお
らず人がデザイン作成をする際の補助にはまだ距離
があることが明らかになった．

4.4 まとめ
本研究ではデザイン会社などで蓄積されているデ
ザインデータを利用して，人のデザイン作業を補助
できる画像生成システムの構成法について議論し
た．シンボルマークを対象に約 770件のデータから
学習およびテストデータを作成して，SDXLにシン
ボルマークを生成させた．その結果，生成されたシ
ンボルマークは学習データの画像をある程度再現し
ているが，デザインとして重要なテーマの欠如，お
よび，漢字を含む文字のデザイン情報が入っておら

7） https://www.city.okayama.jp/shisei/0000020691.html
8） 日本語のテキストを受け付けるので，「シンボルマーク中
央に「岡」の字，周辺に山を配置」と入力すると画像は出力
されたがよくわからない画像が出力された A節参照．
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ず生成されないことが明らかになった．
今後，テーマを結びつけた学習データの作成や文

字情報の生成方法について検討する．
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A 評価実験 1)で日本語による画像
生成例
日本語のキーワードで漢字を指示する「シンボル

マーク中央に「岡」の字，周辺に山を配置」に対し
て生成した画像例．両方の図とも「岡」の字に対す

図 2 SDXLによるシンボルマーク生成例 (岡山市)

る絵は見当たらない．一方で「周辺に山を配置」の
表現に対応する山が左の図の三角や右の図の山に見
受けられる．しかしながら，日本語での指示は期待
できないことがわかる．
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